
令和 6年 11月市議会 総務委員会資料  

 

第 140号議案 公の施設の指定管理者の指定について 

（長崎ブリックホール及び長崎市茂里町駐車場） 

 

   １ 施設の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２～８ 

 ２ 指定管理者候補者の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 

   ３ 指定の期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９ 

   ４ 指定管理者候補者の選定方法及び選定理由・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９～１１ 

 

   【参考】 

（１）事業計画書概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２～２３ 

（２）指定管理者候補者選定審査会審査報告書(写)・・・・・・・・・・・・・・・・２４～２６ 

（３）募集要項、仕様書  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７～４９ 

 

市民生活部 

土木部 

令和 6年 11月 

ページ 

1



１ 施設の概要 

(1) 長崎ブリックホール 

ア 位置図 
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イ 平面図 
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ウ 名 称 長崎ブリックホール（ベネックス長崎ブリックホール） 

エ 所 在 地 長崎市茂里町 2番 38号 

オ 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造・一部鉄骨造 

カ 設置年月日 平成 10年 10月 1日 

キ 設 置 目 的 芸術文化の振興及び国際交流の推進を図るため 
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ク 主な施設内容 

延床面積 21,898.98㎡ 

施 設 

内 容 

1階 大ホール（1～3階）、楽屋（9室） 

2階 リハーサル室（1室）、練習室（3室）、ギャラリー 

3階 
国際会議場(3～4階）、特別室（3室）、会議室（5室）、

和室（2室）、茶室（1室）、ラウンジ 

 

ケ 開 館 時 間 午前 9時～午後 10時 

コ 休 館 日 12月 29日～翌年 1月 3日 
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 (2) 長崎市茂里町駐車場 

ア 位置図 
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イ 平面図 
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ウ 名 称 長崎市茂里町駐車場 

エ 所 在 地 長崎市茂里町 14番 1 

オ 構 造 ゲート式精算システム、平面自走式 

カ 設置年月日 令和 3年 2月 1日 

キ 設 置 目 的 市街地の交通渋滞を緩和し、市民の安全で円滑な交通の確保及び観光都市としての道路交通の円滑化を図るため 

ク 駐 車 台 数 普通車 135台 

ケ 入出庫時間（承認の基準） 

   午前 0時から午後 12時まで（休場時間なし） 

コ 利用料金（承認の基準） 

種別 

 

車種 

入出庫 1回ごとの駐車料金 

午前 8時から午後 10時まで 午後 10時から午前 8時まで 

最初の 30分まで その後 30分までごと 30分につき 

普通自動車 

小型自動車 

軽自動車 
130円 120円 40円 
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２ 指定管理者候補者の概要 

(1) 名 称 長崎文化振興共同事業体 

(2) 所 在 地 長崎市出島町 11番 1号 

(3) 代 表 者 株式会社長崎国際テレビ 代表取締役社長 川畑 年弘 

(4) 構 成 以下の 2者により構成 

 代表団体 構成団体 

名  称 株式会社長崎国際テレビ 株式会社城保安警備 

所  在  地 長崎市出島町 11番 1号 長崎市中園町 20番 16号 

代  表  者 代表取締役社長 川畑 年弘 代表取締役 築城 鉄也 

設 立 年 月 日 平成 2年 12月 6日 平成 6年 10月 3日 

主  な  事  業 放送法に基づく基幹放送事業 

放送番組の制作及び販売 

録音・録画及び撮影業務 

広告代理店業務 

総合警備保障業務 

道路交通管理受託業務 

有料駐車場の料金徴収受託業務 

ビル総合管理 

３ 指定の期間 

令和 7年 4月 1日から令和 12年 3月 31日まで 

４ 指定管理者候補者の選定方法及び選定理由 

(1) 選定の経過 

ア 応募団体数  2団体 

イ 提案の概要 

（ア） 提案内容 ※参考（１）「事業計画書概要」参照 

（イ） 管理運営体制 

  a 施設長（長崎ブリックホール及び長崎市茂里町駐車場管理を統括する責任者）1名 

  b 施設長補佐（施設長の業務を補佐）1名 

  c 総括責任者（長崎ブリックホールの事業運営、施設管理を統括する責任者。事業計画及び危機管理実務の指導）1名 

  d 総務（長崎ブリックホール及び長崎市茂里町駐車場の利用全般に関する管理）2名 
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  e  受付（利用受付・案内）9名 

  f 備品貸出（長崎ブリックホール及び長崎市茂里町駐車場の施設、備品の貸出、管理）4名 

  g 警備（長崎ブリックホール及び長崎市茂里町駐車場の監視、警戒、安全管理）5名 

  h  舞台業務 6名（一部再委託） 

i 中央監視室業務 7名（一部再委託） 

  j 清掃業務 7名 

  k 駐車場業務 遠隔機械警備（緊急時に人的対応） 

（ウ） 提案金額 

  【長崎ブリックホール】（指定管理委託料） 

（単位：千円）  

令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 合計 

313,761 313,250 314,092 312,337 313,515 1,566,955 

    ※指定管理委託料上限額 1,567,266千円（5か年分） 

 

  【長崎市茂里町駐車場】（固定納付金） 

（単位：千円） 

令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 令和 11年度 合計 

20,730  21,000 21,400 21,400 21,400 105,930 

  ※固定納付金下限額 20,700千円（年間） 

ウ 指定管理者候補者選定審査会による審査 

（ア）審査会の人数及び構成（7名） 

  会 長 堀内 伊吹  長崎県音楽連盟常任理事・運営委員長 

  委 員 中川 泰   長崎大学人文社会科学域（教育学部）教授 

  委 員 源城 かほり 長崎大学総合生産科学域（工学系）教授 
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  委 員 松尾 裕隆  九州北部税理士会長崎支部 会員 

  委 員 小坂 智子  長崎県美術館 館長 

  委 員 植木 博路  長崎県社会保険労務士会 会員 

  委 員 川下 祐司  長崎市演劇協会 会長 

（イ）審査経過 

回数 開催日 内容 

第 1回 令和 6年 7月 17日 

・会長の選出 

・指定管理者制度、施設の概要の説明 

・募集要項の説明及び協議 

第 2回 令和 6年 10月 10日 

・現地説明（視察） 

・審査基準の説明 

・書類及び面接審査 

 令和 6年 10月 17日 ・報告書提出 

（ウ）審査報告書の概要 

第一順位者については、自主事業等による新たな取組みや人員配置・人材育成及び他社との連携を行うなどの工夫が見受けら

れ、期待できると評価された。 

また、利用者目線で意見や要望を吸い上げ、改善に繋げていく点や第三者による外部評価の導入なども評価された。さらに、

価格点において、長崎市茂里町駐車場の固定納付金の提案額について評価された。 

第二順位者については、第一順位者と比べて経験・実績を活かした安定した運営が評価された一方で、長崎ブリックホールの

自主事業においては、新たな取組みに対する提案が少なかった。また、長崎市茂里町駐車場においては、緊急時の対応に不安が

残るという評価になった。 

以上のことから、当審査会における採点の結果、技術点と価格点の双方において、大きな差は見られなかったものの、合計点

数が高い得点であった応募者を第一順位の指定管理者候補者とした。 

※参考（２）「指定管理者候補者選定審査会審査報告書（写）」参照  

  エ 選定理由 

    審査会の審査結果を踏まえて、第一順位である長崎文化振興共同事業体を指定管理者候補者として選定した。 
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【参考】 

（１）事業計画書概要 

評価項目 
第一順位 第二順位 

長崎文化振興共同事業体 NBC Socia-Times24共同事業体 

事業計画 

施設の設置の目的と計画 1 長崎ブリックホールの設置目的と計画 

芸術文化の振興及び国際交流の推進という設置目

的に加え、「長崎市公会堂」の取壊し、「出島メッセ長

崎」「スタジアムシティ長崎」の開業など長崎市を取

り巻く環境は大きく変容しており、長崎の文化拠点と

しての存在意義はより一層強くなっていることから、

以下の 5つの方針をもとに運営を行う。 

(1)安心、安全、公平、平等を最優先に運営 

(2)効率的な管理・運営で、収入の最大化と経費の最

小化に努める 

(3)市外利用者の経済波及効果を最大化する地域連携

への取組みに挑戦する 

(4)「あらたな交流のきっかけづくり」を念頭に多様

な自主事業を構築する 

(5)県外ネットワーク活用で、より幅広いジャンルの

文化芸術鑑賞の機会を提供する 

２ 長崎市茂里町駐車場の設置目的と計画 

茂里町駐車場は、長崎ブリックホール専用駐車場で

１ 長崎ブリックホールの設置目的と計画 

 芸術文化の振興及び国際交流の推進を図るという

設置目的と長崎市が「第五次総合計画」において、未

来の都市像として掲げている「個性輝く世界都市」「希

望あふれる人間都市」を尊重し、さらなる地域文化の

発展に向けて、以下の方針をもとに運営を行う。 

(1)市民及び利用者の多様なニーズに応える文化事業

の実施 

(2)地域文化振興の中核的な役割の強化と国際的な発

信 

(3)高齢者・障害者への対応 

(4)実績に基づいた信頼性の向上 

２ 長崎市茂里町駐車場の設置目的と計画 

 長崎市における駐車場の課題は、地形的制約や観光

需要の増加に伴う駐車場不足、公共交通機関とのバラ

ンスなど複数の要因が絡み合っていると認識してい

る。また、長崎スタジアムシティの開業により、都心

部の渋滞の激化が予想される。 

12



 

はなく、市街地の交通渋滞を緩和し、市民の安全で円

滑な交通の確保及び観光都市としての道路交通の円

滑化を図るために設置された施設であることから、以

下の方針をもとに運営を行う。 

(1)ワンストップ管理の徹底 

(2)安全な駐車場管理と迅速なトラブル対応の最優先 

(3)合理的配慮に基づく車両予約の検討 

(4)イベント時の大型郊外駐車場との連携 

(5)キャッシュレス決済への対応 

(6)平日やイベント開催がない日の積極的な活用 

(7)カーシェアポートの設置 

(8)ゼロカーボンシティへの取組みと環境への配慮 

 

 これらの課題に対応するために、駐車場の増設だけ

でなく、駐車場の効率的な管理や公共交通機関の利用

促進、パーク＆ライドの導入などの対策が必要だと考

えられる。 

(1)日常的に音楽・文化活動を楽しむ市民や文化団体

向けの取組み 

(2)イベントを目的に長崎市や長崎ブリックホールに

来訪した観光客・来街者向けの取組み 

サービスの向上 （長崎ブリックホール） 

１ 利用者促進、利便性を高める方策について 

(1)サービスの質と量の維持・向上に向けて、双方の

施設の検証 

ア 長崎市との「指定管理者実務研究会」の開催 

(2)利用者目線の「あったらいいな」の声を拾う 

ア ホームページのリニューアル（予約方法やＱ＆Ａ

の作成） 

（長崎市茂里町駐車場） 

(3)駐車場利用の回数券の継承と気軽に使える進化 

（長崎ブリックホール） 

１ 利用者促進、利便性を高める方策について 

(1)来場者・利用者に対するサービス 

ア 新規利用者の開拓を積極的に推進 

イ 見学対応の強化 

ウ 無料施設（市民ひろば、ラウンジなど）や外広場

の有効活用 

エ 未予約施設の活用 

オ 利用者ニーズの把握と反映  

カ ナビゲーター職の充実、職員研修の強化 

13



 

ア 駐車場利用の回数券について（デジタル回数券の

導入の検討） 

イ プリペイドカードの導入 

(4)駐車場利用の在り方や料金についての調整 

ア 需要と供給に見合った料金設定の検証 

イ 事前予約枠の検討 

ウ 施設利用におけるポイント制の導入 

(5)現状の検証と利用者からのヒアリングによる安全

のための改善提案 

ア 現状の検証と対策の提案 

２ 両施設の一体管理について 

(1)ワンストップ化の実現による受付機能の強化 

ア 共通化した接遇教育・接遇レベルの平準化 

イ 共通マニュアルの作成 

ウ 業務の見える化 

エ リアルタイム情報の共有（ビジネスアプリ等の活

用） 

３ 自主事業の展開 

 一流のアーティスト×市民のコラボレーションを

ベースに自主事業を構築することを検討する。長崎市

側の意向も参考にするため、2年目からの構築を想定

している。 

(1)演劇ワークショップ（劇団公演との抱き合わせ） 

キ 広報戦略の強化 

ク 観光・飲食店情報の提供 

ケ 電子チケット対応とネット環境の改善 

コ 多様性社会への対応 

(2)利便性向上における DX化 

ア デジタルプラットフォームの導入 

イ 利用者管理システムの導入 

ウ デジタルマーケティングやデジタル広告を活用

し、施設の利用拡大を図る 

エ デジタルインフラの整備 

オ デジタルサイネージの導入 

（長崎市茂里町駐車場） 

１ 利便性向上策について 

(1)長崎ブリックホールへつなぐ、安心な駐車環境 

ア カメラ式駐車場（車両ナンバーシステムの導入） 

イ キャッシュレス決済の充実 

ウ 回数券の WEB販売・QR回数券の導入 

(2)都心部へつなぐ、来街、回遊、滞留促進 

ア パーク＆αの導入 

イ 混雑・渋滞対策 

(3)長崎市全体へつなぐ、観光周遊、交流促進 

ア カーシェアリングの導入 

イ 予約制駐車枠設置検討 
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(2)落語ワークショップ 

(3)「クラシック入門」ワークショップ 

ウ 情報発信の強化 

２ 両施設の一体管理について 

(1)情報共有の強化と定例会の実施 

(2)両施設連携による、利用者サービスの向上 

(3)駐車場収益の一部を長崎ブリックホール、利用者

へ還元 

３ 自主事業の展開 

 長崎ブリックホールは土日を中心に稼働率が高く、

市民優先の予約状況となっていることから、ホールだ

けに頼らない施設活用を念頭に置いて展開する。 

(1)地元アーティストの支援 

(2)地域住民型イベントの実施 

(3)子ども文化塾の実施 

(4)ブリック感謝祭の実施 

(5)新・市民ひろばの活用 

評価と改善 １ 利用者等の要望の把握や業務水準の維持向上策な

ど評価・改善体制について 

(1)利用者からの要望、意見、クレームへの対応 

(2)利用者アンケートの実施 

ア 利用者アンケートとして WEB 版アンケートとアナ

ログ版アンケートを作成 

イ 長崎市にアンケートの回答総数と回答傾向を開示

し、利用改善につなげる 

１ 利用者等の要望の把握や業務水準の維持向上策な

ど評価・改善体制について 

(1)利用者からの要望、意見、クレームへの対応 

(2)利用者アンケートの実施 

(3)セルフモニタリングの実施 

(4)KPI（主要業績評価指標）の設定 

(5)指導育成や研修体制方針の策定 

(6)環境への配慮と持続可能性 
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ウ イベント等参加者アンケートは、別途 QRコードに

よるアンケートを実施 

エ 長崎市内への経済波及効果を促すような企画につ

いて地域やコンベンション協会と連携 

(3)セルフモニタリングに加え、第三者評価の導入 

基本事項 

基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 基本的な考え方 

(1)質の高い文化芸術に触れることのできる場を提供

し、幅広い方々に触れていただける工夫を施す 

(2)誰ひとり取り残さない持続可能な社会実現のた

め、これまで得てきたネットワークや知見を地域に

還元し、長崎ブリックホールを起点に更なる挑戦や

地域の持続可能な発展を進める 

(3)地域から良い「人財」を発掘し、施設にふさわし

い人材として育てる 

(4)秀逸な人材によるマルチタスク、多様な雇用形態

で効率的な運営を実施 

１ 基本的な考え方 

(1)関係法令・施設運営ルールを順守し、平等な利用

の確保 

(2)個人情報保護の徹底 

(3)市民のニーズや利用者の意見を反映し、サービス

の向上に努める 

(4)効率的な管理運営を行い、経費縮減に努める 

(5)地域文化振興の中核的な役割を果たし、地域づく

りの魅力と活力を高める 

(6)質の高い文化芸術を享受できる環境を整備し、そ

の機会を提供 

(7)長崎ブリックホールと長崎市茂里町駐車場の連携

を念頭に置いた駐車場運営を行い、長崎スタジアム

シティとの共存 

協働と連携 １ 長崎市との連携 

(1)長崎ブリックホールに与えられたミッションと地

域での役割について、施設運営開始前から長崎市と

１ 長崎市との連携 

(1)月次モニタリングの実施 

(2)市主催イベントのサポート 
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方向性を合わせて協議等を実施 

(2)月に 1度の会議の開催 

(3)施設運営担当課以外の所属とも連携を図り、経済

波及効果を高める策を検討する 

２ 市民との協働 

(1)幅広いジャンルのコンテンツを提供する機会を増

やし、足を運んだことのない市民のみなさんへの広

報活動の実施 

(2)エントランスホールや開放エリアを活用した市民

の発表の機会を増やす 

(3)市民文化団体などの合同発表の場や意見交換の場

を創出 

(4)新しい会員制度を作り、身近に意見を要望できる

機会を増やす 

(5)WEB 会議など利用しながら、市民と一緒に使いや

すさを追求 

３ 地域との協働 

(1)レンタサイクルポートの設置やパーク＆ライドに

よる市内観光の拠点 

(2)長崎観光のコンシェルジュ的役割を担う人材の配

置や観光情報の配架などの検討 

(3)コンベンション協会や DMOとの連携 

(4)施設利用者向けに近隣商店街などの飲食店に関す

２ 市民との協働 

(1)催事での協働 

 催事の成功に向けたバックアップ体制の整備 

(2)長崎ブリックホールサポーター 

(3)大学や各種学校との協働 

(4)提携駐車場としての案内 

(5)タイムズポイントを活用したエリア回遊「タイム

ズペイ」の導入 

(6)「タイムズクラブカード」の導入 

(7)法人向けの「タイムズビジネスカード」の導入 

３ 団体・企業との連携 

(1)文化団体との協働 

(2)周辺企業との連携 

(3)子育て支援センターとの協働 

４ 全国・県内との連携 

(1)全国公立文化施設協会との連携 

(2)長崎県内の文化施設との連携 

５ 長崎スタジアムシティとの連携強化 

(1)年間スケジュールの共有と相互プロモーション 

(2)連携プログラムの開発 

(3)パブリックビューイングの開催 

(4)エリアの交通渋滞抑制のためのパーク＆αの導入 

(5)駐車場連携の導入 
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る情報発信 

４ 団体・企業との連携 

(1)子育て支援センターとの連携 

(2)新たな観光拠点施設としての連携 

(3)ダイバーシティを実践する施設としての連携 

６ 佐田繁里氏 スーパーバイザー就任 

 佐田氏の豊富な経験とネットワークを活かし、文化

イベントの企画・運営、プロモーション活動を通じ、

地域全体の文化的発展に寄与する。 

平等利用の確保 １ 公共施設の運営であることの理解 

 市の施設の運営を指定管理で担うことは、市に代わ

って施設の運営を行うということと理解しているた

め、市の施策を十分に理解し、公共性、公平性、公正

性を常に意識して業務遂行にあたる。 

 施設運営を行うなかで、どのような運営が長崎市に

とって、施設にとって良いのかを理解したうえで、長

崎市とも協議し、より市民にとってベストな道を選ぶ

べきという認識を持ったうえで施設運営を行う。 

２ 平等の下の公平性・公正性の追求 

(1)すべての市民にとって使いやすい施設であるのか

の見直し 

(2)合理的な配慮に基づき、申請書など使いやすい状

態への改善 

３ 指定管理者として 

 経費削減に着目するばかりにサービスが低下する

ことや行政側との意見交換が次第に減っていくこと

により、事業そのものが停滞するケースが見受けられ

１ 公平性と平等性の確保 

 全ての市民が平等に文化活動に参加できる環境を

目指す。また、「指定管理者は“行政の代行者”であ

る」という認識のもと、施設運営にあたる。 

 茂里町駐車場にあたっては、公共性の高い駐車場で

あることを十分認識し、利用者の声に耳を傾け、検証・

対策を実施し、快適な駐車場づくりを目指す。 

２ 平等な利用の確保に向けた施策 

(1)コンプライアンスの徹底と職員教育 

(2)利用者ニーズの徹底把握と対応 

(3)アクセシビリティとユニバーサルデザインの導入 

(4)高齢者、障害者、育児世帯への配慮 

(5)情報提供の多元化と公平性の確保 

(6)地域コミュニティとの連携と多文化共生の推進 

(7)施設利用機会の均等な提供 

(8)公平な予約受付手順の確立と運用（施設抽選） 

(9)減免対象者への割引処理機による対応 

(10)コンタクトセンターでの減免処理 
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ることから、より良くするための提案を長崎市とも積

極的に調整を図る。 

 また、自社の系列企業や取引先の優遇や偏重がない

よう十分留意し、チェック体制を怠らないこととす

る。 

３ 期待される効果と数値目標 

(1)施設利用者数の増加 

(2)利用者満足度調査 

個人情報の保護 １ 長崎ブリックホールにおける基本的な考え方 

(1)法令遵守 

(2)収集の最小化 

(3)適切な利用目的の明示 

(4)アクセス制限とデータ管理 

(5)第三者提供の制限 

(6)保存期間の設定と削除 

(7)利用者への周知と教育 

(8)インシデント対応体制 

２ 茂里町駐車場における個人情報の基本的な考え方 

(1)収集の制限 

(2)利用及び提供の制限 

(3)守秘義務の徹底 

(4)利用者への説明の徹底 

(5)適正かつ確実な管理 

１ 長崎ブリックホールにおける基本的な考え方 

(1)個人情報の収集と利用の最小化 

(2)データ管理システムのセキュリティ強化 

(3)個人情報の利用者権利の尊重 

(4)定期的なリスクアセスメントとトレーニング 

(5)データ保存期間の明確化とデータ消去 

(6)緊急時対応プロトコルの確立 

(7)管理体制の徹底 

２ 茂里町駐車場における個人情報の基本的な考え方 

(1)法令の遵守 

(2)利用者への説明 

(3)収集の制限 

(4)関係法令遵守体制構築への取組み 

(5)コンプライアンスについての考え方 

  コンプライアンスに関する事項を行動規範の主軸

に捉え、コンプライアンスに係る情報を、グループ

全社員に配信し、コンプライアンスに対する意識向

上に努める 
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管理運営体制 

人員配置 １ 人員配置 

・施設長（館長）1名 

・施設長補佐 1名 

・総括責任者 1名 

・総務 2名 

・受付（利用受付・案内）9名 

・備品貸出（駐車場の管理、維持管理含む）4名 

・警備（駐車場の監視、巡視、安全管理含む）5名 

・舞台、中央監視室 13名（一部再委託） 

・清掃 7名 

・駐車場 遠隔機械警備（緊急時に人的対応） 

計 43名（うち再委託あり） 

２ 人員配置に関する基本的な考え方 

文化・芸術に感度が高く、自らを高めていくための

学習意欲を持ち、地域に貢献したいと考える人材を育

てる。 

(1)初年度から 3年目まで OJT で戦力をつけるための

管理部門人件費を厚くする 

(2)社外からも積極的に講師を招き、研修等での教育

を実施する 

(3)定期的な研修の実施 

(4)市内外・県外への施設への見学研修 

１ 人員配置 

・総括責任者（館長）1名 

・総括副責任者（部長）1名 

・管理運営責任者（次長）1名 

・管理運営副責任者（マネージャー）2名 

・総務 2名 

・受付（利用受付・案内） 8名 

・備品貸出 4名 

・舞台、中央監視室 13名（一部再委託） 

・警備、清掃 12名（再委託） 

・駐車場 遠隔機械警備（緊急時に人的対応） 

計 44名（うち再委託あり） 

２ 人員配置に関する基本的な考え方 

 「職員は宝＝人財」という理念に基づき、職員が生

き生きと働ける職場環境を重視し、専門的な知識と技

術を活かして、質の高いサービスを提供する。 

(1)短期中期の人材育成 

ア 継続的な研修プログラムの実施 

イ ベテランスタッフとのメンタープログラム 

ウ 外部研修と資格取得の支援 

(2)人材確保の取組み 

ア 地域社会との連携強化 
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(5)施設運営に関する資格取得の推奨 

(6)資格に対する手当の支給 

(7)定期的なコンテストや利用者評価を見える化し、

臨時褒賞手当の支給の検討 

(8)マルチタスクによる効率的な運営 

 

イ 多様な雇用形態の導入 

ウ クロストレーニングの実施 

エ 突発的な人材補填 

(3)長期的な人材戦略 

ア デジタルスキルの強化 

イ マルチタスクの促進 

ウ 人材プールの構築 

エ パフォーマンス評価制度の導入 

(4)研修体制の強化 

収支計画・施設管理 １ 長崎ブリックホールの収支計画に係る考え方 

(1)安心安全を確保したコストカット 

(2)毎年 2％の賃上げと提供サービス向上のための職

員への投資 

(3)若者世代の積極採用と資格取得の支援 

２ 収支のポイントと工夫について 

(1)ベースアップを含む昇給の検討 

(2)昇給を顧客サービスの拡充に繋げていき、高い水

準のサービスが常に行われる環境を作る 

(3)長崎ブリックホールを地元長崎の人材がレベルア

ップするための「教育装置」と位置付ける 

(4)施設長においては、文化施設運営・イベント企画

のプロを招致する 

(5)施設長を地元の施設長候補（施設長補佐）の育成

１ 長崎ブリックホールの収支計画に係る考え方 

(1)コスト管理の徹底 

(2)経費削減 

(3)業務管理の強化 

(4)リスク管理の強化 

(5)コンプライアンスの徹底 

２ 施設及び設備の維持管理業務について 

(1)維持保全のための主な業務 

  「点検・診断」、「保守」、「運転」、「清掃」、「修繕」、

「保安」による維持管理を徹底する 

(2)安全かつ適切な維持管理の方法 

(3)日常点検と技術進歩への対応 

３ 業務の一部の再委託について 

(1)業者事前チェック 
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に当たらせることで、地元の文化レベルの向上を目

指す（令和 10年度より施設長補佐が施設長に就任す

る計画） 

(6)本社機構が持つノウハウを地元で採用した現場職

員に享受 

(7)外部の経験者を講師として招き、職員育成の強化 

(8)初年度に多めに設定した本社管理費を 3 年目まで

に大きく減額していくような育成を行う 

３ 茂里町駐車場の収支計画に係る考え方 

(1)収入について 

ア 令和 5年度を参考に算定し、今後の長崎スタジア

ムシティや利用者促進対策等を考慮し、増収を見込

む 

(2)支出について 

ア 長崎ブリックホールとの一元管理により、人件費

の大幅な節約が可能 

イ 人出不足や最低賃金の上昇率を算定した金額を繁

忙期の警備員増員費や一般管理費に計上 

ウ 福利厚生の充実や年度ごとの昇給 

(2)業務報告書の提出義務付け 

４ 茂里町駐車場の収支計画に係る考え方 

(1)売上伸長のための施策 

ア 平日昼間時間の空車室の稼働を上げるべく、タイ

ムズビジネスカードの登録企業等への PR を実施

し、送客を強化する 

イ 周辺施設へ提携を打診し、平日の稼働 UPを展開 

ウ 長崎スタジアムシティと連携 

５ 長崎市茂里町駐車場の施設管理について 

(1)設置機器  

  カメラ式駐車場の導入に伴い、カメラ、事前精算

機を新たに設置する 

(2)各種電子マネー、クレジットカード、QRコード決

済の導入 

 

緊急時の対応 １ 基本的な考え方 

 文化施設の大きな目的や役割は、事業を通じて利用

者や施設関係者等が芸術文化を楽しみ、地域における

芸術文化の振興に寄与することであることから、緊急

１ 基本的な考え方 

 施設内で発生しうるリスク要因を洗い出し、リスク

を常に認識する。防犯・防災対策を強化し、リスク発

生の可能性を最小限に抑えることを目指す。 
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時の対応を含めた危機管理及びリスクマネジメント

は、利用者や施設関係者等がリスクによって損失を被

らないようにすることを第一義とする。 

２ 緊急時の責任の明確化と職員研修 

３ 市民参加型の防災訓練の必要性 

４ 役割の明確化と役割に応じた資格取得 

５ 緊急事態ごとの危機管理 

６ 茂里町駐車場のトラブル対応 

(1)コールセンターによる対応 

(2)常駐する施設職員による緊急対応 

(3)混雑時の職員増員、監視カメラの追加 

 予防と対策の両面から安全管理を徹底し、施設利用

者の安全と安心を確保する。 

２ 緊急時における連絡体制と職員研修 

３ リスクマネジメント 

４ 有資格者及び専門家の活用 

５ 事故が起きた場合の対応 

６ 茂里町駐車場のトラブル対応 

(1)コンタクトセンター（場内カメラ、遠隔操作） 

(2)現場対応（保守スタッフの現場急行） 

(3)誘導員の配置 

７ 放置車両等発生時の対応 

 放置自転車を防ぐため、「長期放置車両処分規定」

を制定し、独自フローに基づく安全で安心な駐車スペ

ースを提供していく。 

価格 

経費（ブリックホール） 

上限額（5年間） 

1,567,266千円 

総額 １，５６６，９５５千円（９９．９％） 総額 １，５５２，０００千円（９９.０％） 

納付金 

固定納付金（茂里町駐車場） 

下限額（5年間） 

103,500千円 

総額 １０５，９３０千円（１０２．３％） 

 

総額 １１２，２００千円（１０８．４％） 
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